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原子力防災避難計画と再稼働審査の安全性問題に関する要請書
九州電力株式会社

代表取締役社長　瓜生道明 様

玄海原発プルサーマルと全基をみんなで止める裁判の会　　代表　石丸初美

プルサーマルと佐賀県の１００年を考える会　共同世話人　野中宏樹

2009年12月2日、玄海原発3号機で日本初のプルサーマル営業運転が開始されました。

私達は理解も納得もしていません。あれから4年が経つ今日12月2日、私達はこの日を忘れないために、玄海町に集まりました。

2011年3月11日の福島原発事故は、放射能をまきちらし、福島をはじめ東日本の人々や生きものたちの命とくらしを目茶苦茶にしました。今なお、収束の見通しも立たず、地震の影響など原因究明もされないままです。

“核の平和利用”とごまかしてきた原発は、今、地球を滅ぼしかねない正体を見せはじめたのです。

再稼働などとんでもない！

福島の甚大な犠牲から学んで、今こそ、すべての命のために全ての原発を止めなければなりません。核のゴミのツケを未来の世代に、これ以上押しつけてはなりません。
奇しくも1942年12月2日は、シカゴ大学で世界初となる原子炉でのウランの臨界に成功した日でもありました。私達は、この12月2日に、世界中の原発の廃炉へ向けて行動を続けることを、2013年、ここ玄海の地であらためて誓います。
私達は、玄海町のみなさんの家を1年かけてまわり、たくさんの声を聞きました。
「原発の事は気にしない、こっちは地震が少なか！大丈夫やろ」
「心配したってしょうがないさ」

「とにかく偉い人の言う通りにしかならん」

「福島の放置された牛の映像を見た。自分も牛を飼っているが、なんとも腹立たしい」

「毎日どうしても目にはいる原発の姿、この環境での日々の生活とは爆弾を抱えて暮らしているようなもの」

「放射能は目に見えん、感じられん。逃げられん、事故があったら金も農地も故郷も失う。何にもならん」

「そりゃあ原発はない方がいいに決まっとる。でもね、生きていくためには仕方んなか。孫達の将来を考えると、やっぱり無いに越したことはない・・の堂々巡り」

「夫は死んでおらん。福岡に息子達がいるが、孫が私を心配している。福岡にゃー行かん、ずっとここにおる。原発に何かあったら住めんごとなる。家は高台にあるから、一直線で放射能が来る。もう命はおしまい 」

話をしてくれた人も、してくれなかった人も、原発をすぐそこに見ながら暮らすみなさんが恐さを一番実感しておられると感じました。

「家も仕事も人間関係も、すべて失った。お世話になった九州のみなさんに、同じ目にあってほしくない」

福島から九州に避難して来られた方の言葉です。

玄海町民のためにも、事故が起きたら影響を受けるすべての人達のためにも、そして、これから生まれてくる子ども達のためにも、玄海原発を再稼働させず、すべて廃炉へと全国に先駆けて決断してください。
　再稼働の準備をやめて、以下のことに着手するよう要請します。
（１）住民に放射能被曝を強いることのない、絶対安全な避難計画を自治体と密に協議しながらつくること。

（２）福島原発の汚染水対策が完全に解決されてから、そこに学んで、対策をつくること。

（３）炉心溶融を前提とした対策でなく、炉心溶融を絶対にさせない対策をつくること。 

（４）「地震動が４．７倍になる」という指摘が裁判で出されています。地震動評価について、やり直すこと。

（５）福島第一原発3号機はプルサーマルが実施されＭＯＸ燃料が燃やされていたので、その爆発時の映像は1号機とは比較にならないくらい大きく衝撃的なものでした。玄海3号機でプルサーマル運転を再稼働させるのであれば、その前に福島3号機の事故の検証の上、プルサーマルの安全性を九電独自に証明すること。
2005年12月25日に行われたプルサーマル公開討論会において、九州電力による「やらせ・仕込み」が明らかになりました。古川知事と岸本町長はこれをもって、事前了解にゴーサインを出したわけですが、前提条件が崩れ去りました。動かそうとする以前に公開討論会をやりなおすのが当然のことと思います。公開討論会のやり直しをすること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
